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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

(注）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部の合計で除して算出しております。  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 8,003 △1.7 221 △48.8 116 △42.0
22年3月期第3四半期 8,148 △2.3 432 ― 200 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 4.28 ―
22年3月期第3四半期 7.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 475,996 19,141 4.0 705.85
22年3月期 445,542 18,738 4.2 690.64

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  19,141百万円 22年3月期  18,738百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
23年3月期 ― 2.50 ―
23年3月期 

（予想）
2.50 5.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,400 △4.2 600 11.5 300 15.8 11.06



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.２「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 27,371,605株 22年3月期  27,371,605株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  253,650株 22年3月期  240,462株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 27,122,023株 22年3月期3Q 27,159,734株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取 
引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい 
ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 （１）経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期の経営成績につきましては、経常収益は、資金運用収益や役務取引等収益は増加したものの、

その他経常収益の減少等を主因に前年同期比１億４５百万円減少し８０億３百万円となりました。

　一方、経常費用は、営業経費やその他経常費用の増加等を主因に前年同期比６６百万円増加し７７億８１百

万円となりました。

　その結果、経常利益は前年同期比２億１１百万円減少の２億２１百万円となり、四半期純利益につきましても、

前年同期比８４百万円減少の１億１６百万円となりました。

 （２）財政状態に関する定性的情報

（主要勘定の状況）

　当第３四半期末の主要勘定残高につきましては、預金及び譲渡性預金は、前事業年度末比２８０億１７百万

円増加の４，４２０億５４百万円となりました。貸出金につきましても、前事業年度末比９６億４１百万円増加の３，

３５４億６５百万円となりました。有価証券につきましては、前事業年度末比１００億５４百万円増加の９６６億７９

百万円となりました。

（資産、負債および純資産の状況）

　資産につきましては、有価証券や貸出金等の増加により、前事業年度末比３０４億５４百万円増加の４，７５９

億９６百万円となりました。

　負債につきましては、預金及び譲渡性預金等の増加により前事業年度末比３００億５０百万円増加の４，５６

８億５４百万円となりました。

　純資産につきましては、その他有価証券評価差額金の増加等により前事業年度末比４億３百万円増加の１

９１億４１百万円となりました。

 （３）業績予想に関する定性的情報

　平成２３年３月期通期の業績予想につきましては、平成２２年１１月１２日公表の数値から変更はありません。

２．その他の情報

 （１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

〔簡便な会計処理〕

　①減価償却の算定方法

 　 定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により 

 算定しております。

　②貸倒引当金の計上方法

 　 「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てている債権等

以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、中間会計期間末の予想損失率をもとに合理的に見直した

後の予想損失率を適用して計上しております。
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　③税金費用の計算

 　 法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、 納付税額の算出に係る加減算 

 項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。

　④繰延税金資産の回収可能性の判断

 　 繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について中間会計期間末から大

 幅な変動がないと認められるため、当該中間会計期間末の検討において使用した将来の業績予測及びタック

 ス・プランニングの結果を適用しております。

〔四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理〕

 　 該当事項はありません。

 （２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

〔会計処理基準に関する事項の変更〕

  資産除去債務に関する会計基準の適用

  　 第１四半期会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第１８号 平成２０年３月３１日）

　及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第２１号 平成２０年３月３１日）を

　適用しております。

   　 これにより、経常利益は１百万円、税引前四半期純利益は２７百万円減少しております。また、当会計基準

   等の適用開始による資産除去債務の変動額は３５百万円であります。
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 18,592 14,407

コールローン 11,800 6,200

買入金銭債権 0 0

商品有価証券 － 67

有価証券 96,679 86,625

貸出金 335,465 325,824

外国為替 119 129

その他資産 1,495 1,063

有形固定資産 13,627 13,370

無形固定資産 88 102

繰延税金資産 2,580 2,920

支払承諾見返 346 300

貸倒引当金 △4,800 △5,471

資産の部合計 475,996 445,542

負債の部   

預金 437,135 410,887

譲渡性預金 4,919 3,150

借用金 9,300 6,900

その他負債 2,137 2,571

役員退職慰労引当金 260 218

睡眠預金払戻損失引当金 109 122

再評価に係る繰延税金負債 2,645 2,653

支払承諾 346 300

負債の部合計 456,854 426,804

純資産の部   

資本金 2,500 2,500

資本剰余金 1,203 1,203

利益剰余金 12,126 12,135

自己株式 △113 △108

株主資本合計 15,717 15,730

その他有価証券評価差額金 △437 △865

土地再評価差額金 3,862 3,872

評価・換算差額等合計 3,424 3,007

純資産の部合計 19,141 18,738

負債及び純資産の部合計 475,996 445,542

㈱福岡中央銀行（8540） 平成23年3月期 第3四半期決算短信

－4－



(2) 四半期損益計算書 
 (第３四半期累計期間) 

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

経常収益 8,148 8,003

資金運用収益 7,107 7,205

（うち貸出金利息） 6,209 6,057

（うち有価証券利息配当金） 883 1,119

役務取引等収益 541 634

その他業務収益 209 70

その他経常収益 289 92

経常費用 7,715 7,781

資金調達費用 943 747

（うち預金利息） 934 732

役務取引等費用 550 547

その他業務費用 － 0

営業経費 4,924 5,100

その他経常費用 1,297 1,385

経常利益 432 221

特別損失 42 52

固定資産処分損 20 4

減損損失 22 21

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 26

税引前四半期純利益 389 169

法人税、住民税及び事業税 59 10

法人税等調整額 130 42

法人税等合計 189 53

四半期純利益 200 116
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（３）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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（１） 損益の概況

(単位：百万円）　

　業務粗利益 6,614 250 6,364

　資金利益 6,457 293 6,164

　役務取引等利益 87 95 △ 8

　その他業務利益 69 △ 140 209

　経費（除く臨時処理分） 4,976 205 4,771

　人件費 2,882 172 2,710

　物件費 1,852 49 1,803

　税金 241 △ 16 257

　業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 【2,018】 1,638 45 1,593

　除く国債等債券損益 1,570 182 1,388

　一般貸倒引当金繰入額 【△ 12】 3 97 △ 94

　業務純益 【2,030】 1,634 △ 53 1,687

　 　うち国債等債券損益 67 △ 138 205

　臨時損益 △ 1,412 △ 157 △ 1,255

　うち不良債権処理額 【1,261】 930 144 786

　うち株式等損益 △ 362 31 △ 393

　不良債権処理額(含む一般貸倒引当金繰入) 【1,249】 934 242 692

　経常利益 【600】 221 △ 211 432

　特別損益 △ 52 △ 10 △ 42

　税引前四半期純利益 169 △ 220 389

　法人税、住民税及び事業税 10 △ 49 59

　法人税等調整額 42 △ 88 130

　法人税等合計 53 △ 136 189

　四半期純利益 【300】 116 △ 84 200

（注）平成２３年３月期の予想値は、平成２２年１１月１２日に公表したものです。

平成23年3月期
の予想値 (9ヵ月間) (9ヵ月間)

平成２３年３月期　第３四半期決算説明資料

第3四半期 第3四半期

平成23年3月期 平成22年3月期

前年同期比
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（２） 金融再生法ベースのカテゴリーによる開示

平成２２年１２月末 平成２２年９月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 10,215 11,164

危険債権 6,308 5,960

要管理債権 1,309 1,302

合　計（A） 17,832 18,427

正常債権（B） 318,270 312,272

総与信額（C）＝（A)+(B) 336,103 330,700

不良債権比率（A)/（C) 5.30 5.57

（注）　上記の各四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する

　　　 各債権のカテゴリーにより分類しております。

　　　 　また、同計数は、当行の定める自己査定基準に基づく四半期末時点の資産査定の結果による債務者区分を基

　　　 に集計しております。

　　　 　なお、当行は部分直接償却は実施しておりません。

　　　　※債務者区分との関係

　　　　　 破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）

　　　　　 危険債権（破綻懸念先の債権）

　　　　　 要管理債権（要注意先のうち、利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和している債権）

 ※　平成２２年１２月末の金融再生法開示債権は、平成２２年９月末より５９５百万円減少し、１７，８３２百万円となって

 　おります。 また、総与信額に対する開示債権の比率は５．３０％となっております。

　　 　 

（３） 自己資本比率（国内基準）

（参考）

自己資本比率

Ｔｉｅｒ１比率

（注）　上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。　

６．９％程度

9,544

６．８４％

4,199

1,926

８．６７％

（単位：百万円、％） （参考） （単位：百万円、％）

８．７％程度

15,669

311,021

326,691

4.79

平成２２年９月末（実績）平成２３年３月末（予想値）

平成２１年１２月末
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（４） 時価のある有価証券の評価差額

(単位：百万円) (参考)　 (単位：百万円)

時価

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

1,971 2,706 1,142 3,324 88,554 2,800 2,823

 株式 233 1,423 422 1,873 7,044 338 1,627

 債券 1,703 139 641 174 72,792 2,424 38

 その他 34 1,143 78 1,276 8,717 37 1,157

（注） １．各四半期末の「評価差額」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）

　　と時価との差額を計上しております。（平成２２年９月末と同じベース）

２．「うち益」「うち損」はそれぞれ「評価差額」の内訳であります。

３．その他有価証券の株式等については（四半）期末月１ヵ月平均の市場価格等に、それ以外については

　　（四半）期末日の市場価格等に基づいて算出しております。

４．子会社及び関連会社株式は、該当ありません。

５．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位：百万円) (参考)　 (単位：百万円)

帳簿価額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

― 519 ― 430 4,099 1 439

（５） デリバティブ取引

   　　金利関連取引、通貨関連取引、株式関連取引、債券関連取引、商品関連取引、その他

　　　　該当事項はありません。

その他有価証券

評価差額時価 時価 評価差額評価差額

77,593 △ 2,182

8,728

△ 735

△ 1,189

1,563

△ 1,109

91,955

6,995

76,231

△ 1,119

2,386

7,408

59,740

10,444

△ 1,451

466

△ 1,197

満期保有目的の債券

含み損益 含み損益

△ 4382,999 △ 430

帳簿価額 帳簿価額 含み損益

平成２２年１２月末 平成２１年１２月末 平成２２年９月末

4,099 △ 519

平成２２年１２月末 平成２１年１２月末 平成２２年９月末

△ 22

△ 1,289
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（６） 預金・貸出金残高

  ① 預金(末残）

（単位：百万円） (参考）　(単位：百万円）

平成２２年１２月末 平成２１年１２月末 平成２２年９月末

 預金 442,054 430,676 430,837

うち個人預金 322,247 318,518 316,396

(注)　預金には譲渡性預金を含んでおります。

  ② 貸出金(末残）

（単位：百万円、％） (参考）　(単位：百万円、％）

平成２２年１２月末 平成２１年１２月末 平成２２年９月末

 貸出金 335,465 326,058 330,201

うち中小企業等貸出残高 304,568 298,027 299,188

     中小企業等貸出比率 90.78 91.40 90.60

うち個人ローン残高 53,926 53,947 54,086

     個人ローン比率 16.07 16.54 16.37

（７） 個人預かり資産残高

（単位：百万円） (参考）　(単位：百万円）

平成２２年１２月末 平成２１年１２月末 平成２２年９月末

 個人預かり資産残高 21,107 21,964 21,386

 投資信託 5,005 3,873 4,776

 個人年金保険 8,378 8,743 8,373

 外貨預金 73 98 77

 公共債 7,649 9,249 8,159

以　  上　

㈱福岡中央銀行（8540） 平成23年3月期 第3四半期決算短信

－10－




